
 

 

 

   「 実態を知り、伝統を守る」 

校 長   永 井 昌 美 

文京区立小学校の先頭を切って行われた５月２３日の運動会は、短い練習期間でしたが、どの学年も集中し

て練習を重ね、成果を収めることができました。練習ではなかなかうまくいかないことでも、満場の応援、家

族の声援、本番にかける強い思いがあると、日頃の何倍もの力が出るものです。見事に成し遂げた子供たちの

顔は晴れ晴れとしていて、たくましさすら感じました。前日から会場準備に駆けつけてくださったＰＴＡ役員

の皆様、早朝よりご声援いただいた保護者・地域の皆様、誠にありがとうございました。 

さて、６月は千駄木小学校の誕生月です。開校 106周年を迎えます。１年に１回、学校の歴史を振り返り、

新たな発見をしていただき、千駄木小学校のよさを実感していただきたいと願っております。 

『６月３日の開校記念日』は、千駄木小学校にとってどのような日なのでしょうか。明治４２年４月１日に

第１学年３学級児童 175名で始業式が行われました。児童は千駄木町、林町、坂下町、動坂町、神明町から集

まりました。近くの誠之小学校や根津小学校などから転校した児

童もおり、同年６月３日の開校式では、第２･３･４学年各１学級

も含め、児童 366名、６学級、職員９名の学校になりました。開

校式が行われた６月３日が『開校記念日』です。現在は人工芝に

なり 13年経つ校庭も、当時は砂利敷きだったそうです。 

運動会は、どの学校でも伝統行事の一つです。千駄木小の運動

会で、毎年開会式で歌われている『運動会の歌』も伝統の一つで

す。多くの卒業生の皆様も歌われたのではないでしょうか。プロ

グラムを見ると『運動会の歌』の作詞者欄に、第 11代校長 泉 節

二 先生[昭和 34(1959)年～39(1964)年]のお名前があります。既に

55年近く歌い継がれている歌のようです。また、皆で踊った『千

駄木音頭』は、昭和 50(1975)年に作られたもので、40年間踊り

継がれているものです。千駄木小学校の校歌同様、卒業生ならば

誰もが踊れる千駄木小の伝統となっています。 

一方、今年度は練習開始前に、全教員が組体操の安全指導研修

を行い、指導の要点や安全への配慮について学びました。よき伝

統は守りながらも、目の前の子供の実態を把握し、時代の要請に

対応しながら千駄木小学校の教育は進められています。これから

も次代を担う人材を育てるために、歴史と伝統の上に、自立友愛

の精神に満ち、気迫と品格のある千駄木小の子供を、保護者・地

域の皆様方と力を合わせ育ててまいります。今後とも皆様のご支

援とご協力を、よろしくお願い申し上げます。 

 

水泳指導について 

              体育主任  沢田 恭一  

６月１５日（月）から、子供たちが楽しみにしている水

泳の学習が始まります。水泳の学習は、体力の増進ととも

に水の事故に備え、自分の身の安全を守る大切な学習です。 

 本校では、新学習指導要領をもとに各学年の発達段階に

応じためあてを設定し、指導内容を工夫しています。子供

たち一人一人が、水に触れ、すすんで楽しく活動できるよ

うに取り組みます。また、万一の事故に備え、夏休み前に

は着衣泳を実施いたします。 

ご家庭の皆様には、安全かつ充実した

学習活動を行えるよう、お子様の健康

に留意していただきますようよろしく

お願いいたします。 

道徳授業地区公開講座について 

            道徳主任  山田 恭子 

今年度は、６月１３日(土)に「道徳授業地区公開講座」

を行います。全学級が２校時または３校時に道徳の授業

を公開します。本校の教育目標に即して、年間指導計画

をもとに、授業を行います。今年度の全校のテーマは「思

いやり」です。各学年の重点目標にもとづいた授業公開

も行い、子供たちの心に響く指導を目指します。 

道徳の授業後には、ＪＩＣＡ

から講師の先生をお迎えし、

思いやりについての講演を千

駄木ルームにて行います。ふ

るってご出席ください。
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千駄木の自然 

ツマグロヒョウモン(タテハチョウ科) 

 運動会の練習中にも、校庭花壇の周

辺でひらひら飛び回っていました。 

 雄雌の模様が違います。名前は雌の

特徴によるもので、｢つま(はねの先の

こと)の黒いヒョウモンチョウ｣の意味

です。黒色地に白の帯も目立ちます。  

かつては近畿地方以西でしか見られ

ませんでしたが、温暖化の影響で、今

は関東地方北部でも見られます。 

 幼虫の食草はスミレ類で、パンジー

などの園芸種にも卵を産みます。 

メス 

幼虫 



６月の生活目標 
★健康や安全に気を付けましょう 

・廊下や階段は静かに右側を歩きましょう 

・ハンカチ、ちり紙を身に付けましょう 

・掃除をしっかりやりましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

      

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  

 

 

日 曜 諸行事 

1 月 体力テスト週間 始 

2 火 
クラブ活動 

なかよし給食（４－１） 

3 水 開校記念日 

4 木 
児童集会 ５時間授業 

なかよし給食（４－２） 

6 土 資源回収 

8 月 
読み聞かせ 

なかよし給食（４－３） 

9 火 
クラブ活動 

なかよし給食（３－１） 

10 水 安全指導・点検日 

  ４時間授業 Ｂ時程 

11 木 水泳指導体育集会 

12 金 なかよし給食（３－２） 

13 土 
道徳授業地区公開講座 

Ｂ時程 ＰＴＡスポーツ大会 

15 月 
プール開き 

なかよし給食（３－３） 

16 火 クラブ活動 

17 水 

避難訓練 

たてわり班遊び 

６年劇団四季劇場 

18 木 演劇鑑賞教室（３年） 

19 金 
防災宿泊体験説明会 

（４年 保護者向け） 

22 月 なかよし給食（６－１） 

23 火 
クラブ活動 

なかよし給食（６-２） 

25 木 音楽朝会  学校保健委員会 

26 金 
学校運営連絡協議会 

４年 防災宿泊体験 

27 土 ４年 防災宿泊体験 

29 月 なかよし給食（６－３） 

30 火 ４時間授業（研究授業６-４） 

スクールカウンセラー来校日   

岩渕 匡彦さん  ★毎週水・金曜日 

 

山本 久子さん ★１（月）・８（月）・１５（月）

２２（月）・２９（月） 

 

※教科授業地区公開講座のある土曜日は、

振り替えのお休みはありません。 

運動会 

◆1年生◆ 

 わたしは、３ ６ ０ °のだんすで、まるいかたちでならぶところを、まちが

えないでうごくことができました。ぎたーのぽーずもおおきくおどりました。

おにいさん、おねえさんのかけっこのときには、いっぱいこえをだして、おう

えんすることをがんばりました。               

 

◆2年生◆ 

うんどう会では、かけっことダンスと６ 年生のリレーが心にのこりました。

ダンスのセンダギザイルでは、みんながんばってかっこよく、まちがえない

でおどれたのがうれしかったです。とくにさいごのポーズが、とてもかっこよ

くできました。                     

 

◆3年生◆ 

運動会で一番がんばったきょうぎはリズムなわとびです。とんでいた時、

一度もひっかからずにとべたからです。かけっこやキャリーザボールもがん

ばりました。運動会は楽しかったりくやしかったりいろいろな気もちが味わえ

るすてきな「会」ということがわかりました。        

 

◆４ 年生◆ 

４ 年生はエイサーを踊りました。練習のときからたくさんのポイントを言わ

れて覚えるのが大変でした。特に「島人ぬ宝」でこしを落とすところが難し

かったです。何度も家で練習した成果、本番ではかっこよく踊りきることがで

きました。来年はソーラン節を一生けんめいがんばりたいです。 

 

◆5年生◆ 

わたしは、いつもはあまり大きな声を出すことができないけれど、応援団

では一生けん命に大きな声を出しました。結果は「負け」でしたが、全くく

やしくはありませんでした。それは応援団を精いっぱいがんばれたからで

す。初めての応援団を経験して、くいのない運動会になりました。 

 

◆6年生◆ 

閉会式で点数を見て、赤組は負けたことを知りました。でも、得点が入ら

ない組体操のときは、まるでとても大きなコンサート会場のように大きな歓

声、拍手が鳴りひびいていました。他の学年の競技のときの応援も、大きく

ひびいていました。負けたけど感動できた運動会でした。 

 

文京区では、「家庭の日」を定めており、この度家族のふれあいや結び

つきをふかめるきっかけになるように植物の種を配ります。植物を育て

る時間や喜びを家族で共有し、家族の絆を深めていただけたらと思い

ます。 


